
 東日本大震災において副次的な防災機能を発揮した事例 

○ 道路インフラが副次的に機能 
「道 が 自衛隊 拠点 住 避難

○  「道の駅」が防災拠点として機能 

海岸 津波が押 台 高
＜自衛隊の復旧支援活動の拠点として機能する道の駅「津山」＞

・ 「道の駅」が、自衛隊の活動拠点や住民の避難場所、

水、食料、トイレを提供する貴重な防災拠点として機能 

・ 防災拠点化のために自家発電設備を備える駅では、 

停電時にも24時間開所する等により機能 

・ 海岸から4キロ付近まで津波が押し寄せた仙台平野では、周辺より高

い盛土構造（７～１０ｍ）の仙台東部道路に、約230人の住民が避難 

・ 仙台東部道路の盛土は、内陸市街地への瓦礫の流入を抑制する浸

水拡大防止としても機能 

＜自衛隊の復旧支援活動の拠点として機能する道の駅「津山」＞ 

東日本大震災における「道の駅」利用の具体例 
道の駅名  所在地 路線名  対応の例 

三本木 宮城県大崎市 4号 自家発電により24時間開館し、おにぎり、菓子等を提供。情報館にて避難者を受け入れ。 

津山 宮城県登米市 45号 自衛隊やレスキュー隊の前進基地､支援隊員への炊き出しの実施｡南三陸町のホテル客が避難｡ 

ふくしま東和 福島県二本松市 349号 おにぎり等食料、トイレ、給水サービスを提供。避難住民1500人を受け入れ。 

仙台東部道路付近の浸水状況 

至 仙台空港ＩＣ
名取川 

喜多の郷 福島県喜多方市 112号 給水サービス、食事販売、日帰り温泉施設を被災住民に無料開放。 

南相馬 福島県南相馬市 6号 避難所として開放、災害応援の拠点として機能。 

ひらた 福島県平田村 49号 避難住民に無料で電源、水を提供。村内の病院や避難所に食材を供給。 海側 

陸側

至 仙台空港ＩＣ 

岩沼ＩＣ 

名取ＩＣ 
至 亘理ＩＣ 

○ ＩＣと一体で開発された周辺施設の防災機能の発揮 

・ 南三陸町では、ＩＣ予定地に一体的に整備された施設が防災機能を発揮 

   
至 亘理ＩＣ 

陸側 

岩 付近 名取IC付近
【東日本大震災において発揮した機能】                         
●災害対策本部、避難場所、救急物資の収集場所として機能           
●行政、医療団体、自衛隊、警察、ボランティア等の活動拠点として機能    
●役場壊滅により役場機能移転（3/25～仮庁舎設置）   等 

スポ ツ交流村スポ ツ交流村

ボランティア活動 ベイサイドアリーナ   
（体育館） 

仙台東IC 

仙台港北IC 

岩沼IC付近 名取IC付近

敷地内における自衛隊
の物資輸送支援活動

ベイサイドアリーナ 
駐車場 

多目的広場

スポーツ交流村スポーツ交流村

名取IC 

仙台若林JCT 

仙
台

スポーツ交流村 
(体育館・ﾃﾆｽｺｰﾄ) 

 

・H9完成 
・総面積20.1ha 
・住宅2.2ha57区画(完売) 

の物資輸送支援活動 多目的広場
テニスコート 

駐車場 

調整池 

救急車待機状況 

震災後、名取IC～仙台若林JCT周辺の5箇所に、 
津波時の避難に活用できる仮設階段を暫定的に設置 

（設置時期：平成23年5月） 

仙台空港IC 

岩沼IC 

亘理IC 
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◆東日本大震災における高速道路のＳＡ・ＰＡの利用の具体例 

東日本大震災における高速道路のＳＡ・ＰＡの利用状況 

道路名 休憩施設名 所在地 区間 対応の例 

常磐道 四倉ＰＡ 福島県いわき市 いわき中央IC～いわき四倉IC間  原発対応に向かう自衛隊の中継基地として利用 

東北道 生 埼 県 生市 生 館林 間 被災地 応援 向かう消防隊 中継基地と 利

＜消防隊の中継基地として利用された羽生ＰＡ＞＜自衛隊の中継基地として利用された四倉ＰＡ＞

東北道 羽生PA 埼玉県羽生市 羽生IC～館林IC間  被災地へ応援に向かう消防隊の中継基地として利用

東北道 福島松川PA 福島県福島市 二本松IC～福島西IC  福島第一原発からの集団避難住民の輸送中継基地として利用 

＜消防隊の中継基地として利用された羽生ＰＡ＞ ＜自衛隊の中継基地として利用された四倉ＰＡ＞

東 本大震災 お る 防災備蓄 例◆東日本大震災におけるＳＡ・ＰＡの防災備蓄品の活用例

SA・PA 支援先 支援品の概数 

 折爪SA、紫波SA、岩手山SA、前沢SA  岩手県（対策本部）  ・携帯トイレ(22千)、寝袋（8千）、紙オムツ（7千） 等 

花輪SA 津軽SA 釜石市震災対策本部 携帯トイレ（7千） 寝袋(4千) 紙オムツ(3千) 南部せんべい(3千） 等 花輪SA、津軽SA 釜石市震災対策本部 ・携帯トイレ（7千）、寝袋(4千)、紙オムツ(3千)、南部せんべい(3千） 等 

 寒河江SA  仙台東部道路への避難者  ・毛布等 

 長者原SA、安達太良SA、磐梯山SA、西仙北SA  宮城県栗原市  ・携帯トイレ（5百）、簡易寝袋（1.1千）、オムツ（7百）等 3
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